
実施団体・機関：株式会社ライフビジネスウェザー

コンソーシアム

事業の背景・目的

事業概要・事業の成果

健康データ入力システム
血圧・体温・歩数
体重・その他

GPS取得による リアルタイム
高解像度気象データ活用

天候変化に合わせた
生活アドバイスを自動配信

天候、季節、入力された体調
既往症などに合わせた
最適レシピ自動リコメンド

健康データを自動蓄積
天候との関係を解析

生気象学理論に基づく
健康アドバイスを
自動的に返します

毎日の体調報告により
あなただけの健康みはり
に徐々に進化
（アドバイス最適化機能）

プラットフォームとして
各種測定機器と連携可

■背景 ・高齢化、高齢化の進展、医療費の高騰、生活習慣病の増加、要介護世帯の増加

■目的 ・ICTを活用した見守り、各種デバイスとの連携が可能なヘルスケアプラットフォームの開発と提供、パブリックコストの削減

タッチ入力による
体調報告システム
マルチデバイス対応

今後の展開

・ベトナム版（開発済）をはじめ
海外版開発による世界展開

・獣医向け診断システムとの連携等
ペット関連分野での応用も行う予定

無拘束見守りシステム

HapLog HealthPatch

・健康みはりをプラットフォームに各種サービス連携による事業

葛城元気だネット

レーダーライト

サプリメント効果の可視化

バイタルサインリハビリ回復評価

×
まちなかづくり移動手段

（デマンドバス）

環境（空間音響デザイン）

健康みはりに掛け算
=ヘルスケア機能強化

次世代ヘルスケアプラットフォーム

・ コンソーシアム
参加企業・団体例

ユニカ食品株式会社

バイタルコネクト株式会社

奈良県葛城市
凸版印刷株式会社

株式会社ライフビジネスウェザー他コガソフトウェア株式会社

株式会社資生堂

（骨密度計測）

ビクターエンタテインメント

パナソニック㈱システムLSI（事）
ユニオンツール株式会社

株式会社CQ-Sネット



実施団体・機関：パナソニック㈱システムLSI（事）、ユニオンツール株式会社、株式会社CQ-Sネット
経済産業省平成26年度「ロボット介護機器開発・導入促進事業」

事業の背景・目的

事業の成果・課題 今後の展開

レーダーライトは、LED照明に２４GHｚレーダーと無線ネットワークを一体化した、一人暮らしの方をそっと見守るシステムです。

LEDライトに内蔵されたレーダーが要介護者との距離やバイタルデーターを計測し
転倒やしゃがみこみ等の容態の急変を捉え異常状態に応じて通報連絡します。

× レーダーライト

事業概要

■背景 ・高齢化、多死社会、医療費の高騰、要介護世帯の増加、無効即計測、見守りサービスの必要性

■目的 ・ICTを活用した無拘束見守りサービス、優れた操作性

レーダの特長、新規性、優位性

カメラに比べ (トイレ、風呂、寝室、、、）
監視されていると言う不快感が無くプライバシーを守る。

体勢変化により、電波の反射面積が異なる。設置方法の工夫および計
測環境によっては反射面積増大が見込め、微小変位計測により呼吸な
どのバイタルデーダー計測が可能である。設置および交換が容易、操作性に優れる。

100Ｖが来ている環境下ならば電池交換や消費電力の制限を受けない。

小型、かつ無線対応可であり、最適なポジションに設定可能。

電波は、衣服や布団を透過するため
従来のセンサーの様に体に挟んだり、取り付けることなく
皮膚面での反射による非接触での計測が可能である。
煩わしさが無いので継続した計測が可能となる。

・健康みはりによる データ管理、評価、
下記健康管理システムの構築、運営、
・医療機関（専門家）による相談対応
・施設、家への実装、・計測精度の向上
・海外版開発による世界展開
・操作性、可視化方法の検討
・動物の見守り

新規追加アイコン



実施団体・機関：株式会社資生堂

事業の背景・目的

× HapLog

■背景 ・高齢化、ロコモティブシンドローム、生活習慣病者の増加、医療費の高騰、要介護世帯の増加、リハビリ効果計測の必要性

■目的 ・ICTを活用した施設、自宅でのリハビリ効果計測サービスの構築、巧緻運動評価、神経機能評価



実施団体・機関：バイタルコネクト株式会社

今後の展開

×

■背景

●高齢化に伴いより良い高齢者サポートサービスの需要が増大

■目的

●高齢者の健康寿命増加を促し健康・安全を見守るサービスの構築に役立つウェアラブルセンサーの提供

事業の背景・目的



実施企業：JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント／エアアロマジャパン／デザインオフィスライン／サイカツ建設

■背景：ヘルスケアに求められる生活環境の創出

環境が与える精神への影響が大きい現実を
とらえ、「音」「光」「香」など五感へのアプロー
チによる快適環境の提供

■今後の展開： 環境（次世代ヘルスケア空間）の発展形の創造

バイタル情報や季節、天候にふさわしいハイレゾ環境音・楽曲の自動再生機能を
含む五感を活かした環境空間マネジメン・システムの構想の実現
【例】KooNe（クーネ）を活用した快眠ルーム…健康みはりを活用した次世代ヘルスケア クラウ
ド サービスの構築

KooNe（クーネ）は、森・川・波など豊かな自然音を再現し、自律
神経の安定を促す高音質の「ハイレゾリューのション音源」を、
独自に設計された音環境にて配信することで、“居心地の良い
空間”を創造しリラックスを提供する空間音響デザインソリューシ
ョンです。

aromaxから漂うは、青森ヒバの奥深き香り。 日本の美しい
四季を表現したHIBA Blendhaの中から、鎮静作用が科学
的に検証された「青葉の香り」です。森のくつろぎの香りが、
静かな安らぎをもたらします。

Shojiは、サーカディアンリズムに準拠した明るさ

の調整機能を持ち、障子のように横からの自然な
明かりの取り込みを意図して設計されています。
筐体は川連漆塗の意匠、持ち運び易いサイズで
あり、ポジションフリーの照明器具です。

エアアロマジャパン（株）：オーストラリアで生まれたエアアロマ社の日
本オフィス。企業ブランディングの一環として「香りマーケティング」の導
入サポートおよびソリューションを提供。「嗅覚」のスペシャリストとして
空間の総合的な価値を高めることを目指します。http://www.air-aroma.co.jp/

自律神経測定：ハイレゾサウンド体感時における自律神経のモニタリング

（株）JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント:邦楽・洋楽の枠組にとどまらない多種多様で独創的な音楽・映像ソフトの制作から販売までを一
貫して行う総合エンタテインメント企業。 http://www.koone.jp/

老若男女２９名に小型自律神経測定機器を装着し、精神負荷の強い百マス計算実施時、音のない安静な状態、
ハイレゾが流れる空間にいる状態を比較し、被験者のLF（交換神経）/HF（副交感神経）および心拍数への影響
を調べました。その結果、心拍数およびLF/HFいずれも同様の傾向を示し、計算 > 安静 >ハイレゾとなり、安静時
と比較でわずかな数値さではあるが、ハイレゾが最も精神的に安定。すなわちリラックス状態であることが分かり
ました。 ＜監修＞梅田 智広 医学博士／奈良女子大学 社会連携センター 特任准教授、水木さとみ 医学博士・心理カウンセラー

（株）デザインオフィスライン：“Less is more”をテーマに、削ぎ落としの
デザインと“間”のとり方をデザイン・プロデュースする建築・インテリア
の先進的企業。日本という環境における四季・伝統・文化に最適な空
間を追求します。http://d-o-line.com/

concept HACOは、日本の暮らしに古来から寄り添ってきた紙
をベースにした天然素材を使用。必用な時に、必要な場所へ。
集中したいとき、落ち着きたいとき空間を簡単に作り出すこと
が可能です。

（有）サイカツ建設：
(代表者: 齊藤勝俊/秋田県秋田市仁井田本町二丁目22番20号)

建設業を軸とし、近年、特に空間演出で重要である
「あかり」の商品開発、販売も実施。（2014年グッドデザ
イン受賞商品） http://saikatu.co.jp/

KANSEI Projects Committeeは、五感をキーワ
ードに積極的なビジネス構築を目指す、エアア
ロマジャパン（株）、（株）オノデラコーポレーショ
ン、（株）KOMA、（株）デザインオフィスライン、（
株）JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント
の5社によって2013年7月にスタートした共同プ
ロジェクトです。

KANSEIプロジェクトは、「居心地」「リラックス」「創造性」といった機
能が空間創造に求められる社会において、当該機能を生み出す
のに必要な五感に関する知識や知見を収集・提供し、人間の五感
（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）のバランスを意識し、さらには３つ
の「間」である人間、時間、空間という観点から空間を分析するこ
とで「居心地」など感覚的なものや感性といった抽象的なものを可
視化することに挑戦・提案しています。 http://kanseiproject.com/

＋×



実施団体・機関：ユニカ食品株式会社、東邦大学医療センター大橋病院

事業の背景・目的

今後の展開

カルシウムはどこにある？

99%    骨 0.9%   細胞 0.1%  血液と体液

■背景
・ロコモティブシンドローム、生活習慣病、骨粗鬆症患者の増加、カルシウム摂取不足によるサプリメントによる効率的摂取の必要性
■目的

・健康みはりによるサプリメント摂取量の把握および骨密度変化の可視化、ICTを活用した専門家によるアドバイス

事業概要・事業の成果

何故カルシウムは必要？

何故カルシウムは不足する？ カルシウムが不足するとどうなる？

カルシウムの貯蔵庫「骨」から
カルシウムを溶かし、血液を通じて
体に届ける

骨がスカスカになり、結果として
骨粗鬆症の原因となる

発汗・排尿

アルコール

ストレス

偏った食事

…等

食事、サプリメントの接種履歴や
運動履歴と健康データおよび骨密
度データの評価、データの管理が
必要である。

健康みはりによる
・データ管理（サプリメント摂取量管理含む）、・骨密度データの可視化
・おススメメニューの提供、・専門家による相談対応

×



■背景 ・高齢化：高齢化の進展、要介護世帯の増加、社会保障給付費の増大（葛城市増加率：５％、全国平均：２.７％（Ｈ２３年度））

・生活困難：買い物困難者の増加、地域コミュニティの希薄化

■目的 ・産官学民連携による“自助共助型地域コミュニティ” 創出

・パブリックコストの縮減、持続的運営が可能な社会サービスの創出・提供

●市民共通ＩＤ・生活支援情報統合プラットフォーム
ＩＤカード（れんカード）で、買い物困難者支援、健康管理・増進支援を

シングルサインオンで利用できる環境を構築・ 運営。

●おたがいさまサポートハウス

市内２か所の公民館等で、市民コンシェルジュが、ＩＣＴを使い買い物

や健康管理の操作等をサポート。

●コミュニティメディアセンター

「市民情報特派員」を育成して、市民自身の手による葛城市の様々な

情報を取材・配信する環境を創出、活動を開始。

●ＩＣＴ防災訓練

災害時の情報共有を市民と市、広域行政間での情報共有手法の実証。

【公共プラットフォーム（ポータルサイト）を構築】

ＩＣカード（２４０枚配布）によるシングルサインオンで利用可能

（高齢者モニターの約８５％が取組の継続を希望）

【おたがいさまサポートハウス】

・２箇所の公民館を拠点に、市民コン

シェルジュ（１４名）が、タブレット端末

で買い物支援と健康支援サービスを

サポート

・地域コミュニティの再活性化

毎週約１００人が利用

【市民情報特派員の育成】

・全１２回の撮影・動画編集等を学ぶ

ワークショップを開催

・市民放送「かつらぎてれび」を発足し

情報発信活動、地域イベント・祭事を

生放送（７回）、生中継（３回）

ＩＣＴ防災

買物支援サービスの
展開

健康支援サービスの
展開

サテライト市役所の
展開

かつらぎネット
（市民生活支援サービス
ポータル）の構築・運営

かつらぎてれび

（パブリックアクセス放
送）の制作・放送

自律的な「地域運営力」を獲得するための「コミュニティ人材」の育成
（ワークショップの実施＋コミュニティイベントの実施等）

「市民コンシェルジュ」の
輩出と活動

「市民情報特派員」の
輩出と活動

実
証
プ
ロ
セ
ス

シングルサインオン＆ワンストップで市民生活支援サービスを実現する
ための「市民共通ＩＤ（ＩＣカード）システム」と

「市民生活支援情報統合プラットフォーム」の構築・運営

「おたがいさまサポートハウ
ス」の開設・運営

「コミュニティメディアセン
ター」の開設・運営

事業の背景・目的

事業概要

事業の成果・課題 今後の展開

ＩＣカードとタブレット端末
（ＮＦＣ対応）により、
ワンタッチで
シングルサインオン

マイポータルからは
買い物支援や
健康支援などの
民間サービスへリンク

市民コンシェルジュが
対面でサービス
利用者をサポート

かつらぎてれび
生放送

①事業の概要図 ②概要図の補足説明

実施団体：奈良県葛城市／凸版印刷株式会社／近鉄ケーブルネットワーク株式会社／
株式会社ライフビジネスウェザー 他

× 葛城元気だネット
まちなかづくり


